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は　じ　め　に
農林水産省では，1999年より

動物由来薬剤耐性モニタリング
（Japanese Veterinary Antimicro-

bial Resistance Monitoring：
JVARM）を畜産動物や養殖水産
動物を対象に実施してきた．
2018年からは（公社）日本獣医師会

の全面的な協力のもと，健康な愛玩動物由来の大腸菌及
び腸球菌を対象とした薬剤耐性モニタリングを開始し
た．本調査では，全国的な動向を適切に把握するため，
菌株数は農林水産省の「飼育動物診療施設の開設届出状
況」に基づき，都道府県ごとに小動物等を対象とした飼
育動物診療施設の数に比例して割り当てた．毎年約 200

の協力飼育動物診療施設において，ワクチン接種や健康
診断などで来院した健康な犬及び猫を対象に，1病院あ
たり直腸スワブを 1検体採取し，大腸菌及び腸球菌を分
離した．薬剤感受性試験は臨床・検査標準協会（Clinical 

and Laborator y Standards Institute：CLSI）の微量液
体希釈法に準じて実施した．本調査では国内の健康な愛
玩動物における薬剤耐性菌の現状を明らかにし，愛玩動
物医療における，そしてワンヘルス・アプローチによる
薬剤耐性対策の基礎となる情報を把握することを目的と
した．本号では，調査対象菌種のうち大腸菌に関する結
果を報告する．なお，腸球菌の結果については次号で報
告する．

健康な犬及び猫由来大腸菌の耐性率推移
2018～2024年に収集した健康な犬及び猫由来大腸菌

の耐性率の推移を図 1に示す．前号でも述べたとおり，
2024年から供試薬剤にアモキシシリン・クラブラン酸
合剤（AMPC/CVA）を追加し，ナリジクス酸（NA）を
除外した．調査開始年である 2018年には，犬由来株に
おいてアンピシリン（ABPC）に対する耐性率が 33.8％
であったが，2019年以降はいずれの供試薬剤において
も耐性率は 30％未満で推移しており，健康な愛玩動物

由来大腸菌では全体として感受性が維持されていること
が明らかとなった．その中でも 20％前後と比較的高い
耐性率を示したのは ABPC及び NAであった．特に
ABPCについては，農林水産省による調査において，愛
玩動物分野におけるペニシリン系抗菌薬及び第 1世代セ
ファロスポリンの販売量が多いことが明らかになってお
り［1］，こうした使用状況が耐性率に一定の影響を与え
ている可能性が考えられる．
第二次選択薬のフルオロキノロン系抗菌薬のシプロフ
ロキサシン（CPFX）及び第 3世代セファロスポリンの
セフォタキシム（CTX）に対する耐性率は，おおむね
10％前後と低い水準で推移していた．これらの系統は，
人医療上重要な抗菌薬であり，他の抗菌薬が無効な場合
に限り使用することとされている．一方で，オールドキ
ノロンである NAの耐性率が特に猫で比較的高い値を示
した．NAを含むオールドキノロンに対する耐性は，標
的部位である DNAジャイレースのサブユニットをコー
ドする gyrAの単一変異により生じる．一方，CPFXを
含むフルオロキノロン系抗菌薬に対する耐性は，gyrAに
加えて標的部位であるトポイソメラーゼⅣをコードする
parCにおける変異や，排出ポンプなど複数の機構が組
み合わさることで生じる．そのため，NAに対し耐性を
示し，CPFXに対しては感受性と判定されていても，将
来的に CPFXに対する耐性を獲得するおそれがある．
また，第 3世代セファロスポリンについては，基質特異
性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生菌についても考
慮する必要がある．β-ラクタマーゼは，ペニシリン系，
セファロスポリン系など多くのβ-ラクタム系抗菌薬を
分解する酵素であり，ESBL産生菌は第 3世代セファロ
スポリンを無効化する．また，JVARMの別の調査では，
国内の病気の犬及び猫由来大腸菌で ESBL産生遺伝子
blaCTX-Mがプラスミド上に検出された［2］．プラスミド
上の耐性遺伝子は，細菌間で水平伝播する可能性があ
り，異なる菌株や異なる宿主間で耐性が急速に広がるリ
スクを伴うため，臨床及び公衆衛生上重要である．
また，多剤耐性グラム陰性菌感染症における最終治療
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薬の一つであるポリペプチド系抗菌薬であるコリスチン
（CL）に対する耐性株が，2019年に犬由来株，2022年
に猫由来株でそれぞれ 1株検出された．しかし，これら
の株はいずれもプラスミド媒介性耐性遺伝子である mcr

遺伝子は保有していなかった．さらに，人医療において
最も重要な抗菌薬の一つであり，動物用医薬品としての
承認はないカルバペネム系抗菌薬であるメロペネム
（MEPM）に対する耐性株は，これまでの調査で検出さ
れていない．

病気の犬及び猫由来大腸菌との比較
農林水産省では，健康な愛玩動物を対象としたモニタ
リングに加え，病気の愛玩動物由来株の耐性状況につい
ても調査を実施している．病気の愛玩動物由来大腸菌
は，臨床検査機関において尿あるいは生殖器から分離さ

れた菌株を対象としている．図 2には，2024年におけ
る病気の犬及び猫由来大腸菌と，健康な犬及び猫由来大
腸菌の耐性率を比較して示した（図 2）．犬及び猫いず
れにおいてもほとんどの薬剤で健康動物由来株より病気
動物由来株の方が耐性率が高く，ABPC，セファゾリン
（CEZ），セファレキシン（CEX），CTX，ストレプトマ
イシン（SM），テトラサイクリン（TC），CPFX，スル
ファメトキサゾール・トリメトプリム合剤（ST）及び
犬由来株のクロラムフェニコール（CP）において有意に
病気動物由来株の耐性率が高い結果となった．病気動物
由来株で耐性率が高い背景として，抗菌薬による治療を
受けていたことによる影響で選択圧がかかり感受性が低
下している可能性が考えられる．こうした耐性化は，感
染症治療における抗菌薬の選択肢を狭めるおそれがある
ことを示しており，薬剤感受性試験を実施するなど獣医
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図 1　健康な犬及び猫由来大腸菌の耐性率の推移
ABPC：アンピシリン，AMPC/CVA：アモキシシリン・クラブラン酸合剤，CEZ：セファゾリン，CEX：セファレキシン，

CTX：セフォタキシム，MEPM：メロペネム，SM：ストレプトマイシン，GM：ゲンタマイシン，KM：カナマイシン，
TC：テトラサイクリン，CP：クロラムフェニコール，CL：コリスチン，NA：ナリジクス酸，CPFX：シプロフロキサシン，
ST：スルファメトキサゾール・トリメトプリム合剤
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師は適切に抗菌薬を選択することが求められる．一方
で，健康な犬及び猫ではおおむね低い耐性率が維持され
ており，今後もこの状態を維持することが重要である．

健康な畜産動物由来大腸菌との比較
図 3に，2023年に JVARMで収集した健康な愛玩動

物及び畜産動物（牛，豚及び鶏）由来の大腸菌における
主要抗菌薬の耐性率を示した．ABPCに関しては，畜産
動物・愛玩動物のいずれにおいても比較的高い耐性率を
示した．畜産動物ではいずれの畜種においてもテトラサ
イクリン（TC）に対する耐性率が高く，特に豚及び鶏
で 50％以上と高い耐性率を示した．これは，TCが畜産
現場で最も多く販売・使用されている抗菌薬であること
が影響していると考えられる．また，ABPC，CP及び
スルファメトキサゾール・トリメトプリム合剤（ST）

においても，畜産動物由来株は愛玩動物由来株より高い
耐性率を示した．一方，愛玩動物由来株では，NA並び
に人医療上重要な抗菌薬である CTX及び CPFX（鶏を
除く）に対して，畜産動物より高い耐性率を示した．な
お，NAについては動物用として承認されておらず，人
用についても飼育動物診療施設に販売されている報告は
ない．人医療上重要な抗菌薬におけるこれらの差は，愛
玩動物と畜産動物で感染症治療の際に現場で用いられる
抗菌薬が異なることが起因すると考えられる．さらに，
畜産動物の中でも牛は耐性率がおおむね低い結果であっ
た．これは，牛では犬や猫と同様に感染症に罹患した個
体に対し治療が主に行われる一方，豚や鶏は，飼養環境
の特性から群に対し治療が行われる場合があるため，抗
菌薬により耐性菌が選択される機会が多くなることが影
響している可能性があると考えられる．

＊＊ p＜0.01，＊ p＜0.05
（Fisher’s exact test）
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図 2　健康な犬及び猫と病気の犬及び猫由来大腸菌の耐性率（2024年）
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お　わ　り　に
本調査の結果から健康な犬及び猫由来の大腸菌は，お
おむね抗菌薬に対する感受性が良好に維持されていると
考えられる．このため，これらの菌を保持する動物が日
和見感染を起こした場合でも，治療に有効な抗菌薬は少
なくないと推察される．一方で，病気の犬及び猫由来株
では健康な犬及び猫由来株と比較して耐性率が高く，治
療に難渋する事例が生じていることがうかがわれた．将
来にわたり現在使用可能な抗菌薬の有効性を確保するた
めには，まず，抗菌薬による治療以外の選択肢を検討し，
そのうえで真に抗菌薬を使用する必要がある場合には薬
剤感受性試験などに基づき有効性が期待できる抗菌薬を
選択すること，また第一次選択薬が無効な場合にのみ第
二次選択薬を使用することなど，慎重使用の一層の徹底
が必要不可欠である．
人医療で多剤耐性菌感染症治療の切り札とされるカル
バペネム系抗菌薬であるMEPMに対する健康な犬及び
猫由来株の耐性率は，調査開始以降，0％となっている．
一方で，ポリペプチド系抗菌薬である CLに対して耐性
率は低いものの耐性を示す株がみられている．これらの
薬剤は犬や猫には承認されていないが，農林水産省の調
査では，カルバペネム系，ペネム系やコリスチンなどの
人用医薬品が犬猫の診療施設に販売されている事例が明
らかになっている［3］．これらの薬剤を安易に使用しな
いことはもちろん，使用しなければならない状況を生じ
させないためにも抗菌剤の慎重使用の徹底が必要である．
また，犬猫は家畜より人と密接な生活を送っているこ

とから，周囲の人や同居動物との間で菌が伝播する可能
性が懸念される．飼い主自身と犬猫双方の健康を守るた
めには，過度なスキンシップを控えること，適切な手洗
いを実施することなど，基本的な感染予防策の重要性を
改めて周知する必要がある．これらの点については，飼
い主のみならず，獣医師をはじめとする獣医療関係者に
おいても共通理解が求められる．
薬剤耐性対策は一朝一夕に実現できるものではなく，
継続的なモニタリング調査の結果に基づき，関係者間で
協議しながら，実効性のある取組みを検討・実施してい
く必要がある．その観点から，本調査を含む薬剤耐性モ
ニタリングはわが国の薬剤耐性対策を支える柱であり，
今後も引き続き関係者の皆様のご協力をお願いしたい．
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図 3　健康な愛玩動物及び畜産動物由来大腸菌の耐性率（2023年）


